
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年９月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３仙第３４号 

事故等種類 浸水 

発生日時 平成２５年６月２日（日） ０８時２０分ごろ 

発生場所 宮城県石巻市北上
きたかみ

漁港大室
おおむろ

地区南方沖 

 石巻市所在の雄勝
お が つ

船越
ふなこし

港西防波堤灯台から真方位３４９°３.２５

海里付近 

 （概位 北緯３８°３５.３′ 東経１４１°２９.７′） 

事故等調査の経過 平成２５年６月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ミニボート （船名なし）、長さ３.０８ｍ 

 なし、個人所有 

 乗組員等に関する情報 操縦者、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船外機が濡損 

 事故等の経過  本船は、操縦者が１人で乗り、同乗者１人を乗せ、北上漁港大室地

区南方沖において、投錨して釣りを行っていたが、いつしか沖防波堤

付近に流され、錨索が張った状態となっていた。 

本船は、操縦者が船尾側、同乗者が船首側に乗り、釣り場を変える

ために同乗者が錨を揚げようとしたところ、船首が下がって海水が入

り始めており、徐々に船首側に傾斜して波が打ち込み、平成２５年６

月２日０８時２０分ごろ半水没状態となった。 

操縦者及び同乗者は、バケツ等を使用して海水をくみ出したもの

の、この状況では沈没するものと思い、海に飛び込み、泳いで付近の

沖防波堤に避難した後、来援した漁船によって救助され、北上漁港大

室地区に到着した。 

本船は、付近を航行中の漁船により、北上漁港大室地区にえい
．．

航さ

れた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 東、波高 約１.４ｍ、潮汐 上げ潮の中央期、海面水

温 約１８℃ 

 その他の事項 操縦者は、ミニボートの操縦経験は３回目であり、本事故発生場所

付近での航行回数が２回目であった。 

 操縦者及び同乗者は、救命胴衣を着用していた。 

 操縦者は、携帯電話を防水パックに入れていた。 

 操縦者は、事前に気象情報を入手していた。 



 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり  

 本船は、北上漁港大室地区南方沖で釣りをして錨泊中、錨索が張っ

た状態となったことから、船首が下がって海水が流入し始め、船首側

に傾斜し、波が打ち込んで浸水したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、北上漁港大室地区南方沖で釣りをして錨泊中、

錨索が張った状態となったため、船首が下がって海水が流入し始め、

船首側に傾斜し、波が打ち込んで浸水したことにより発生したものと

考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・投錨する際は、風、波、うねりの影響が少なく、潮流の弱い所を

錨地として選定すること。 

 


